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【ロッキング橋脚を有する橋梁の大規模地震対策】 

本橋は、名神高速道路の一部として昭和 37 年に建設された鋼 3 径

間連続非合成箱桁橋である。両端部支点は RC 逆 T 式橋台により、2
箇所の中間支点は鋼製のロッキング橋脚により支持されている。架

橋位置は滋賀県大津市の西部で、交通量が非常に多い国道 1 号並び

に京阪電鉄と立体交差している。

 本工事では、ロッキング橋脚を水平力が負担できる新設の鋼コン

クリート複合橋脚に改築し、既存支承を免震支承に取替え、上部構

造の慣性力を各下部構造に分散させ、長周期化とエネルギー吸収に

よる減衰の向上により、レベル 2 地震に対応できる免震構造に改良

した。

【ここがポイント！保全工事の設計・積算】

大規模更新事業が高速道路会社や都市高速道路会社などで検討さ

れており、今後本格的な事業開始を迎えることが予想される。しか

し、これまでに大規模更新（修繕）工事の事例は少なく、施工した

会社では設計や施工（主に積算）において苦労しながら進めてきた

ことが予想される。

 そこで、本年の保全委員会での発表は、大規模修繕工事に参考と

なり得る過去に行った規模の大きな補修・補強工事を振り返り、「概

要」と「発注者および建設コンサルタントが計画する際の設計・施

工（積算）における留意点」に着目した発表を行うことで、大規模

修繕工事の適切な計画と鋼橋保全事業の円滑な推進に寄与したい。

【大正時代の RC 床版が、どうして長期使用に耐えられたのか！】 

過去の設計規準により建設された鉄筋コンクリート床版（以下、

ＲＣ床版）は、現行の規準に適合していない床版厚や鉄筋量のまま

使用されている場合、車両の大型化や交通量の増大の影響を受け、

劣化事例が多く報告されている。 

九年橋は、大正 11 年と昭和 8年に建設され、建設当時のＲＣ床版

に補修補強等を施すことで、平成 27 年度に取替えられるまでの 80

～90 年の間、使用環境の変化にも耐え、供用されてきた。 

本研究では、直接荷重を受け、非常に厳しい使用環境となるＲＣ

床版が、長期間使用することができた理由を探るため、九年橋にお

けるＲＣ床版の撤去前後に実施した調査結果をもとに、既設ＲＣ床

版の劣化過程の推定を行った。 
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